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【本手引き策定の目的】 

 

本手引きは、三島市屋外広告物条例（平成 23 年条例第 17 号）第７条の規定

に基づき、平成２９年１２月２６日に指定された、屋外広告物誘導整備地区「三

嶋大社周辺地区」について、その基本方針に沿った適切な運用を図るため、案

内広告物や一般広告物の設置許可基準の考え方について解説するものです。 

 

 

【屋外広告物誘導整備地区とは】 

 

 三島市屋外広告物条例第７条第１項の規定に基づき、地域又は場所の特性に

応じ、特に良好な景観を形成し、又は風致の維持を図ることが必要であると認

める区域について市長が指定するもので、当該区域において良好な景観を形成

し、又は風致を維持するために特に必要と認められる場合に、「広告物の表示又

は掲出物件の設置に関する基準」として、 

①自家広告物の許可不要となる基準 

②禁止物件の適用除外で、自家広告物の許可不要となる基準 

③普通規制地域、特別規制地域での許可の基準 

を定めることができます。 

 

屋外広告物誘導整備地区では、上記①～③の基準に合わないものは掲出でき

ません。また、定めのない項目については、元の規制地域の基準が適用されま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三島市屋外広告物条例 抜粋 

(屋外広告物誘導整備地区) 

第 7 条 市長は、地域又は場所の特性に応じ、特に良好な景観を形成し、又は風致の維持を図ることが必要であると認める区域

を、屋外広告物誘導整備地区(以下「整備地区」という。)として指定することができる。 

2 前項の規定による指定は、区域、整備地区における広告物の表示又は掲出物件の設置に関する基準(以下「整備基準」という。)

その他規則で定める事項を定めて行うものとする。 

3 整備基準には、整備地区における広告物の表示又は掲出物件の設置に関し、当該整備地区における良好な景観を形成し、又

は風致を維持するために特に必要と認められる限りにおいて、前条第 2 項第 1 号若しくは第 3 項第 1 号又は第 11 条の規則で

定める基準(前条第 4 項の規定による許可のうち電車又は乗合自動車に表示される広告物に係るものについての基準を除く。)

の特例を定めることができる。 

4 前項の場合において、第 5 条又は前条第 4 項(電車又は乗合自動車に表示される広告物に係るものを除く。)若しくは第 5 項の

規定の適用に当たっては、整備基準をもって許可の基準とし、同条第 2 項第 1 号及び第 3 項第 1 号の規定中「規則で定める基

準」とあるのは「整備基準」と読み替えるものとする。 

5 整備地区においては、整備基準に適合しない広告物を表示し、又は掲出物件を設置してはならない。 

6 整備地区における広告物の表示又は掲出物件の設置については、整備基準に定めがあるものを除くほか、特別規制地域の区

域内に存する整備地区における広告物の表示又は掲出物件の設置にあっては第 3 条その他の特別規制地域における広告物

の表示又は掲出物件の設置に関する規定を、普通規制地域の区域内に存する整備地区における広告物の表示又は掲出物件

の設置にあっては第 5 条その他の普通規制地域における広告物の表示又は掲出物件の設置に関する規定を適用する。 
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三島市告示第 504 号 

 

三島市屋外広告物条例による屋外広告物誘導整備地区 

「三嶋大社周辺地区」の指定の告示 

 

 三島市屋外広告物条例（平成２３年三島市条例第１７号）第７条第１項、第２項及び第

３項、並びに三島市屋外広告物条例施行規則（平成２３年三島市規則第３２号）第６条第

１号及び第２号の規定により屋外広告物誘導整備地区を次のとおり指定する。 

 

  平成２９年１２月２６日 

三島市長 豊 岡 武 士     

 

１ 名称 

屋外広告物誘導整備地区「三嶋大社周辺地区」 

 

２ 基本方針 

平成２８年１０月３日に「地域における歴史的風致の維持及び向上に関する法律」に基

づく「三島市歴史的風致維持向上計画」が、主務大臣（文部科学大臣、農林水産大臣、国

土交通大臣）から認定されました。これは静岡県内で初めての認定となります。 

歴史的風致とは、歴史的に価値の高い建造物の周辺で、歴史と伝統を反映した人々の生

活が営まれることにより、地域固有の風情を醸し出し、このような良好な環境のことを言

います。 

そこで、本認定を受けた三島市の代表的な歴史的建造物である三嶋大社の周辺について、

かつての門前町・宿場町としての歴史的な趣きを感じられるまち並みの形成を図るため、

三嶋大社周辺を「屋外広告物誘導整備地区」に指定します。 

 

⑴ 三嶋大社と調和した広告物等への誘導 

    形状や色彩の制限を加え、高明度、高彩度のものを避けることで、三嶋大社周辺地域にふ

さわしく、かつての門前町・宿場町としての歴史的な趣きを感じられる景観づくりを推進しま

す。 

  

⑵ 案内広告物、一般広告物の表示・掲出の適正化と地域特性を踏まえた規制 

    三嶋大社周辺においては、歩行者が多いため、案内図板等の設置許可基準を追加し、表

示の適正化を図ることで、歩行者重視の案内広告物に誘導します。 

    また、一般広告物については、当地区に直接関係のない広告となるため、掲出を不可

とします。 
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３ 指定区域 

  下記に図示するものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 広告物の表示又は掲出物件の設置に関する基準（整備基準） 

 

⑴  一般広告物については、掲出不可とします。 

⑵  案内広告物については、屋上広告物、突出広告物、壁面利用広告物、塀利用広告物

は掲出不可とします。 

⑶  案内広告物（野立広告板）の設置許可基準 

 

項目 整備基準 

設置高さ 地上 2.0m 以下。 

表示面積 1.0 ㎡以内であり、かつ、片面のみの表示であるものであること。

ただし、当該案内広告と同一の寸法及び形状の案内広告を、それ

ぞれの裏側が見えないように表示する場合に限り、当該案内広告

が表示される面の裏側に案内広告を表示することができる。 

板面の縦の長さ 0.8ｍ以下。 

板面の横の長さ 「縦＜横」であること。 

案内表示の面積 

 

案内表示の面積は、板面の表示面積の 3 分の１以上とすること。 

地図・矢印 事業所等に案内し、又は誘導するための地図又は矢印が表示され

た案内広告を表示したものであること。 

「屋外広告物誘導整備地区（三嶋大社周辺地区）」 

の区域図（赤枠の中） 
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案内図板等の設置場

所から、当該案内図

板等に表示されてい

る全ての事業所等の

敷地までの道のり 

2.0km 以内のものであること。 

写真、絵(イラスト、

商標等)の表示 

写真、絵(イラスト、商標等)は表示してはならない。 

色彩 （Ⅰ）.地の色彩 ※路線ごとに基準を設定 

ⅰ）幹線道路沿い（県道 21 号、県道 22 号沿い） 

・色相は指定なし。明度 2 以上、彩度は 4 以下（色 

相 0R～5R、5Y～10Y）、5 以下（色相 5R～10R、 

0Y～5Y）、6 以下（色相 0YR～10YR）、3 以下（色 

相その他）。 

 

ⅱ）その他（上記以外の地域） 

・色相は、10R から YR を経て 10Y の間、明度 7 以 

下、彩度 3 以下、又は無彩色。ただし、板面の概ね半

分以上を明度 4 以下としないものとする。 

 

※「幹線道路沿い」と「その他地域」が重複した場合、「そ 

の他地域」の色彩の基準を適用 

 

（Ⅱ）脚の色 

・色相は、10R から YR を経て 10Y の間、明度 7 以 

下、彩度 3 以下、又は無彩色。ただし、概ね半分 

以上を明度 4 以下としないものとする。 

使用できる色数 ・地の色 

１色とする。ただし、案内部分の地の色を別にする場合、特例として

２色まで使用できる。 

・文字、地図、矢印の色 

３色以内とする。 

・脚の色 

 1 色とする。 

電飾設備 電飾設備には、動光、点滅照明、ネオン照明、光源が露出した

物(案内広告を直接照らすものを除く。)その他これらに類するも

のを使用しないものであること。 

相互間距離 同一の氏名、名称、店名、商標、事業の内容、営業の内容を表

示する広告物は相互間の距離が 10m 以上必要。 
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【屋外広告物誘導整備地区「三嶋大社周辺地区」における案内図板の設置許 

可基準】 

 

1 表示面積 

 ≪整備基準≫ 

1.0 平方メートル以内であり、かつ、片面のみの表示であるものであるこ 

と。ただし、当該案内広告と同一の寸法及び形状の案内広告を、それぞれ 

の裏側が見えないように表示する場合に限り、当該案内広告が表示される 

面の裏側に案内広告を表示することができる。 

 

 ≪解説≫ 

案内図板の表示面積についての基準です。板面の裏側がそのまま見える 

よりも、隠れているほうが美観上優れていることから、表側と同じ寸法及 

び形状ものをぴったりくっつけて表示するときのみ裏側にも表示可能とし 

ています。 

 

 ≪運用基準≫ 

＜設置が認められないものの例＞ 

・１方向から見て 1.0 ㎡の看板が２枚設置されている。（片面の合計 2.0 ㎡ 

 で表示面積 1.0 ㎡を超える） 

・1.0 ㎡の看板２枚がⅤ字型に設置されている。（片面の合計 2.0 ㎡で表示 

  面積 1.0 ㎡を超える） 

・表側と裏側がぴったり重なっていない。 

 

 

 

 

 

 

＜設置が認められるものの例＞ 

◇片面の合計が 1.0 ㎡以内である次のような場合 

・１方向から見て 0.5 ㎡の看板が２枚又は 0.3 ㎡の看板が３枚設 

置されている。 

 ◇表側と同じ寸法及び形状ものを、ぴったりくっつけて表示するときに 

限り、合計 2.0 ㎡まで表示可能。 

 

   

  

 

1.0 ㎡ 

1.0 ㎡ 

 
1.0 ㎡ 1.0 ㎡ 

   

0.5 ㎡ 

0.5 ㎡ 

0.3 ㎡ 

0.3 ㎡ 

0.3 ㎡ 1.0 ㎡ 1.0 ㎡ 

表面 裏面 
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２ 板面の縦の長さ／板面の横の長さ 

 

 ≪整備基準≫ 

・板面の縦の長さ：０．８ｍ以下 

・板面の横の長さ：「縦＜横」であること。 

 

 ≪解説≫ 

縦長と横長の混在による無秩序な状態を防ぐため、板面の縦の長さを制 

限し、併せて横の長さを縦の長さより長くすることで、板面の形を横長の 

板面に統一するための基準です。 

 

 ≪運用基準≫ 

＜長さの計測方法＞ 

・板面の縦の長さ 

    板面の上端から下端まで（枠がある場合には枠の上端から下端まで） 

   の長さとする。また、板面が長方形でない場合は、最も長いところで計 

   測する。 

・板面の横の長さ 

    板面の右端から左端まで（枠がある場合には枠の上端から下端まで） 

   の長さとする。また、板面が長方形でない場合は、最も長いところで計 

   測する。 

 

 

 

 

 

 

３ 案内表示の面積 

 

 ≪整備基準≫ 

案内表示の面積は、板面の表示面積の 3 分の１以上とすること。 
 

 ≪解説≫ 

一般広告ではなく、案内図板であることをはっきりとさせるため、この 

基準を設けています。地図、矢印が、誰が見てもはっきり分かることが案 

内図板の最低条件です。 

 

 

横 横 

縦(0.8m 以下) 縦(0.8m 以下) 
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 ≪運用基準≫ 

＜案内表示の部分の面積の計測方法＞ 

⑴ 一つの長方形のスペースにまとめて表示しているが、地色は変えず 

に、他の部分と区分けしていない場合 

⇒案内表示部分とそれ以外の部分の間の中心線までは、案内表示の面 

積として計算する。 

 

 

 

 

 

 

⑵ 一つの長方形のスペースにまとめて表示し、その部分の地色を変えた 

り、他の部分との境界に線を引いたりすることにより、他の部分と明 

確に区分けしている場合 

⇒ 案内表示を表示した長方形の面積を計測する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ 上記⑴⑵以外の場合 

⇒ 案内表示そのものの面積を計測する。ただし、便宜的に、案内表示 

それぞれを囲み、かつその他の文字を含まない最小の長方形の面積 

を計測してもよい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 せせらぎ生花店 

○○IC おりて左折 

 ２キロ先 右手 
縦 

横 

案内表示部分の面積 ＝ 縦×横 

 

せせらぎ生花店 

○○IC おりて左折 

 ２キロ先 右手 
縦 

横 

長方形の 

面積を計測 

板面に縁取りがある場合は、 

板面の端までを計測できる。 

 

せせらぎ生花店 

○○IC おりて左折 

 ２キロ先 右手 

A 
B 

A=B 

三島市○○町○番○号 

案内表示の面積として計算する部分 

 ○○IC おりて左折 

 ２キロ先 右手 

三島市○○町○番○号 

せせらぎ生花店 
お花のことならおまかせ！ 
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4 地図・矢印 

 

 ≪整備基準≫ 

事業所等に案内し、又は誘導するための地図又は矢印が表示された案内 

広告を表示したものであること。 

 

 ≪解説≫ 

案内広告の内容についての規定です。 

誰が見ても案内図板であることが明確であるように、また、一目で誘導 

  先へたどり着ける案内図板となるよう、案内、誘導のための地図や矢印を 

  表示することとしています。 

 

 ≪運用基準≫ 

＜地図を用いる場合の記載方法＞ 

現在地から誘導先の事業所等までスムーズにたどり着けるよう、地図上 

  に現在地と誘導する矢印を必ず記載してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

せせらぎ 
生花店 

当店 

現在地 三島市○○町○番○号 

塚原 IC 

おりる 
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５ 案内図板等の設置場所から、当該案内図板等に表示されている全ての事業

所等の敷地までの道のり 

 

 ≪整備基準≫ 

   ２.０キロメートル以内のものであること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ≪解説≫ 

   案内図板と案内される事業所等との間の距離制限を定めています。 

当該地域においては、歩行者が多い地域となっているため、当該地域から 

徒歩で移動できる距離を想定して設定しています。 

 

 ≪運用基準≫ 

  ＜距離の計測方法＞ 

距離の計測は、案内図板の設置場所から事業所等の敷地へ向かう、通 

   常想定される一般的な道路の道のりで測ります。直線距離ではありませ 

ん。 

 

  ※申請書に添付する案内図には、案内図板の設置場所、事業所、案内図板 

の設置場所から事業所への経路及び道のりを示してください。 

 

 

 

 

 

 

 

○○商店 

○○IC おりて左折 
1 キロ先 右手 

○○商店 

道のりは 

2.0 ㎞以内 



- 10 - 

 

６ 写真、絵（イラスト、商標等）の表示 

 

 ≪整備基準≫ 

  写真、絵（イラスト、商標等）は表示してはならない。 

 

 ≪解説≫ 

   写真や絵（イラスト、商標等）を使用すると、見にくい看板となるため、 

案内図板であり一般広告ではないという趣旨を踏まえ、その表示を規制し、 

品のある広告物とするための基準です。 

 

  ※商標：事業者が自己の取り扱う商品・役務（サービス）を他人の商品・

役務と識別するために、商品について使用する文字・図形・記号などの

標識。 

 

 ≪運用基準≫ 

＜表示できないものの例＞ 

・写真、絵、図形（地図以外）、ロゴマーク、記号は表示できません。 

・商標は表示できません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ❀ 
○○IC おりて左折 

 ２キロ先 右手 

せせらぎ生花店 
お届けサービス 

『HANA パック』 
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７ 色彩 

 

 ≪整備基準≫ 

  ・地の色彩 

   ⅰ）幹線道路沿い（県道 21 号、県道 22 号沿い） 

色相は指定なし。明度 2 以上、彩度は 4 以下（色相 0R～5R、5Y～10Y）、

5 以下（色相 5R～10R、0Y～5Y）、6 以下（色相 0YR～10YR）、3 以下（色 

相その他）。 

ⅱ）その他（上記以外の地域） 

色相は、10R から YR を経て 10Y の間、明度 7 以下、彩度 3 以下、又は 

無彩色。ただし、板面の概ね半分以上を明度 4 以下としないものとす 

る。 

※「幹線道路沿い」と「その他地域」が重複した場合、「その他地域」 

の色彩の基準を適用 

・脚の色 

色相は、10R から YR を経て 10Y の間、明度 7 以下、彩度 3 以下、又は 

無彩色。ただし、概ね半分以上を明度 4 以下としないものとする。 

 

 ≪解説≫ 

 ①幹線道路沿い 

・大通り商店街を含んでいる地域のため、色相の指定はせず、明度・彩度に 

より、各色相で落ち着いた色彩を誘導することを目的とします。 

 ②その他地域、脚 

 ・白滝公園・桜川・三嶋大社の景観と調和し、落ち着いた印象とするための

色相の範囲と、低明度・低彩度を指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【凡例】 

緑線：幹線道路沿い 

青線：その他 
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 ≪運用基準≫ 

＜地の考え方＞ 

・文字、地図、矢印以外の部分です。 

・板面の裏面も含みます。 

 

 

 

 

 

 

 

＜蛍光色や反射素材等＞ 

   蛍光色や反射素材等、その他これらに類するものは使用できません。 

 

＜脚の部分とは＞ 

  掲出物件のうち、板面及び案内広告を直接照らす照明器具以外の部分 

 とする。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

せせらぎ生花店 

○○IC おりて左折 

 ５キロ先 右手 

地 

文字 

矢印 

三島市○○町○番○号 
 

裏面 

正面から見える部分

だけではありません。 

板面、照明器具以外の

すべての部分を脚の

部分とします。 
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 ≪参考≫ 

①幹線道路沿い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・色相指定なし 

・明度 2以上 

・彩度 

4 以下（0～5R、5～10Ｙ） 

5 以下（5～10R、0～5Y） 

6 以下（0～10ＹＲ) 

 3 以下（その他） 

 

【凡例】 

 

使用可能 

 

使用できる色相 

使用できる明度・彩度（一例） 
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≪参考≫ 

②その他地域、脚 

 

 

 

 

 

 

  

使用できる色相 

使用できる明度・彩度 

・色相 10R～10Y 

・明度 7 以下 

※板面の半分以上を明度 4 以下不可。 

・彩度 3 以下又は無彩色。 

【凡例】 

 

使用可能 
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８ 使用できる色数 

 

 ≪整備基準≫ 

・地の色：１色とする。ただし、案内部分の他の色を別にする場合、特例として２色 

まで使用できる。 

・文字、地図、矢印の色：３色以内とする。 

・脚の色：１色とする。 

 

 ≪解説≫ 

   景観に配慮され、読みやすく品のある広告物とするために、地の色や、

文字、地図、矢印の色の使用できる色数を制限することで、板面に統一感

を持たせるとともに、視認性を高めるための基準です。 

   

 ≪運用基準≫ 

＜色数のカウント＞ 

  

 

 

 

 

 

＜案内表示の明確化のための特例＞ 

案内表示の内容がわかりやすい案内図板とするため、案内表示を記載 

するスペースはまとめて確保し、地色の変化により、残りのスペースと 

明確に区分する場合は、地の色の使用を２色まで許可することがある。 

 なお、この場合であっても、文字、地図、矢印に使用できる色は３色 

までです。 

 

  

 

 

せせらぎ生花店 

５キロ先 右手 

○○IC おりて左折 

 

地 １ 

文字、地図、矢印 １ 

文字、地図、矢印 ２ 

文字、地図、矢印 ３ 

 せせらぎ生花店 地 １ 文字、地図、矢印 １ 

文字、地図、矢印 ２ 

文字、地図、矢印 ３ 

○○IC おりて左折 

 ５キロ先 右手 地 ２ 
(特例) 
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９ 電飾設備 

 

 ≪整備基準≫ 

電飾設備には、動光、点滅照明、ネオン照明、光源が露出した物（案内 

広告を直接照らすものを除く。）その他これらに類するものを使用しないも 

のであること。 

 

 ≪解説≫ 

   屋外広告物に電飾設備を使用する場合の規定です。品のある広告物とす 

るため、また、光が交通の妨害となることを防ぐため、野立ての案内図板 

には、景観を阻害するような動光（電光掲示）、点滅照明、ネオン照明、光 

源が露出したもの（表示面を直接照らすものを除く。）を使用することはで 

きません。 

 

 

＊表示面を直接照らすものとはこんなもの 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

≪ガイドライン≫ 

＜その他の電飾設備を使用する場合＞ 

・昼間においても美観を損なわないものであるようにしましょう。 
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【既存不適格広告物の取扱い】 

 

  現在、地区内において、表示等の許可を受けて表示している案内図板等に

ついては、屋外広告物誘導整備地区に指定された日（平成 29 年 12 月 26 日）

から 3 年間（平成 32 年 12 月 25 日まで）は、引き続きこれらを表示し、また

は設置することができます。 

 

※注意 更新の日から 3 年間ではありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問合せ】 

 

 三島市 計画まちづくり部 都市計画課 歴史・まちづくり係 

  ＴＥＬ ０５５－９８３－２６３１ 

 ＦＡＸ ０５５－９７３－７２４１ 

 Ｅ－ｍａｉｌ toshikei@city.mishima.shizuoka.jp 

 


